
重層的支援体制について重層的支援体制について

問　不登校児童生徒において、
①不登校児童生徒の全体実数、
②確かな学びの保障、次に、ヤ
ングケアラーが疑われる児童生
徒において、③児童生徒の実数、
④学校の支援体制や初動、⑤ケ
アが必要な保護者等の支援Ｃ
Ｗ（※１）・ＳＷ（※２）の介在、⑥課題解
決に欠かせないＳＣ（※３）やＳＳＷ（※４）

の役割と配置、⑦自己肯定感や
非認知能力（生きる力）の醸
成・健全育成、⑧庁舎横断的対

応や関係先との連携は欠かせな
い。加えて、学校教職員や市役
所職員の働き方改革やワーク・
ライフ・バランスを鑑みるとＳ
ＳＷ常駐体制を早急に整えるこ
とが得策であると考える。予算
措置も含めた可否、以上につい
て伺う。

答　①小中学生計 472 人である。
②定期的に家庭訪問を行い、オ
ンライン授業の振り返りなど学
びを保障している。③アンケー
ト調査（※５）では、小学５年生 23 人、
中学２年生 18人、高校２年生 17
人の計 58 人である。④教職員の
日々の見守り等を行っている。
⑤担当のＣＷが庁内の関係部署
等と情報共有し、課題等を包括
的に把握し、必要な支援への働
き掛けを当事者に寄り添い重層

的に行う。⑥ＳＣは５人配置し、
児童生徒の心理面にアプローチ
する。ＳＳＷの配置はないが、
児童生徒の環境に注目し、福祉
的な支援等を行う。⑦まず合理
的配慮により、本人に考える時
間を作り出す。ＳＯＳの出し方
を再度確認し、学校生活全般で
の自己肯定感の向上を図り、自
信がついて将来への希望が持て
るよう支援する。⑧県のＳＳＷ
事業を今後も最大限活用し、問
題に対処する。次年度予算につ
いては、体制づくりと合わせて、
関係部局と協議・検討していく。

阿久津　佳子 議員

「ひきこもり」への支援強化に「ひきこもり」への支援強化に
ついてついて
問　ひきこもりの当事者や家族
を支援する家族会連合会が行っ
た実態調査では、家族全体の高
齢化に伴う「親亡き後の生活へ
の不安」や「社会との接点」な
どについて、当事者同士で情報
交換ができる「ピアサポート活
動」への強い関心が寄せられて
いるが、市の今後のひきこもり
への支援強化について伺う。

答　現在、市では家族会は実施

しているが、ピアサポート活動
は実施していない。家族会では
情報交換やひきこもりの対応方
法、経験者から体験談を聞く機
会も提供している。ピアサポー
ト活動は、ひきこもりの状態か
ら回復を促す上で非常に有効な
支援方法であると認識している。
一方で、人材と体制の確保とい
う課題もある。適切な運営方法
について、改めて研究していく。

中学１年生への「サードブック中学１年生への「サードブック
事業」について事業」について
問　読書活動推進事業では、子
どもの成長に合わせた読書の
きっかけ作りの重要性を考慮し、
小学１年生への「セカンドブッ
ク事業」の次に、中学１年生へ
の「サードブック事業」が必要
と考えるが、市の考えを伺う。

答　中学１年生は、心も身体も
急激に成長し、多感な時期にな
る大切な節目であると認識して
いる。サードブック事業の実施
については、市ではセカンド
ブック事業をスタートさせたば
かりであり、セカンドブック事
業の検証を行い、読書活動推進
の意義も踏まえ、今後の課題と
していく。他の自治体の事例を
参考にしながら、中学生の読書
意欲を高める取り組みについて
調査研究し、サードブック事業
の実施についても研究していく。

これまで推進された読書活動

佐藤　　稔 議員
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